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分詞 1 

 

○ 動詞は色々な方法で形容詞に変化させることができる。分詞とはそのように

して変化した形容詞の１つである。 

 

！ 厳密に言うと分詞と形容詞は異なります。ただ、文法はなるべくシンプ

ルに理解した方が良いので「形容詞と同じ」と覚えるよう指導しています。

そうすると、文の中で分詞を置く場所が、形容詞と同じだと理解することが

できるからです。つまり、分詞、形容詞、それぞれの使い方を覚える必要が

なくなり、形容詞一つですむからです。 

 

形容詞     （  名詞を修飾する言葉          ） 

     使い方 （  be 動詞の後ろに置く         ） 

          （  名詞にくっつける           ） 

 現在分詞 〜ing （  〜していると言う形容詞        ） 

     ! 「歩いている」「食べている」という言葉は日本語では動詞だけれど英 

    語では形容詞です。 ！ 

 

◯ 次の日本文を英文に訳しなさい。 

・ 眠っている犬はポチです。 

！ まず、主語を特定することから始めます。主語は「眠っている犬は」です。

この主語は、「眠っている」という形容詞と「犬」という名詞に分けることがで

きます。「眠っている」＝「sleeping」は形容詞なので、名詞の前にくっつけま

す。 

    A sleeping dog is Pochi.                                                                   

・ トムは笑っている学生です。 

！ 主語は「トム」です。動詞は「です」となります。主語と動詞を正確に見分

けられることが重要です。 

    Tom is a laughing student.                                 

・ 彼は向こうでバスを待っています。 待つ wait for 
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・ 彼女は今学校でコンピューターを使っています。 

 

                                      

 

！  分詞を be 動詞の後ろに置いた文章の動詞は be 動詞です。  ！ 

 

！ 現在進行形の文章の動詞は be 動詞です。文を否定文にしたり、疑問文

にしたり、時間を変化させる時は、動詞に手を加えることに注意しましょう。 

 

・ 彼は向こうでバスを待っていません。 

 

                                      

・ 彼女は今学校でコンピューターを使っていますか。 

 

                                      

・ 彼はキッチンで昼食を作っていない。 

 

                                     

・ ケンは家で手紙を書いていますか。  手紙 letter 

 

                                                                            

・ その有名な俳優は部屋で雑誌を読んでいない。 俳優 actor 雑誌 magazine 

 

                                       

・ 彼女は部屋でお母さんを手伝っていますか。 

 

                                       

・ 彼らは彼らの未来について話していない。 未来 future 
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・ 私たちは今仕事中ではありません。 

 

                                                                            

・ 私はその時、その歌を聴いていました。 聴く listen to 

 

                                       

・ 話している男の人が眠っていた観客に気がついた。 観客 audience 

 「眠っていた」も「眠っている」も同じ言葉である。 

                                       

・ その女の子たちは笑っている男の子を追いかけていました。 笑う laugh 

 

                                     

・ その男の子たちは海で泳いでいなかった。 

時制に注意する。時制は、動詞を変化させて表現する。 

                                                                            

 

◯ ２語以上から成る形容詞（分詞） 

 ２語以上から成る形容詞は名詞にくっつけるとき名詞の後ろにつける 

例）  

  A running dog is Pochi.  

 この部分は「走っている」という１語の形容詞なので、修飾されている名詞の前にくっつける。 

 

    A dog running there is Pochi. 

この部分は「そこを走っている」という２語以上からなる形容詞なので修飾されている名詞の後

ろにくっつける。 

                                

！  長い形容詞は後ろから訳していくと大抵英語に変換できる。  ！ 
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◯ 次の日本文を英文に訳しなさい。 

・ 部屋で寝ている少年はトムです。 

まず主語を特定する。主語は「部屋で寝ている少年」 

次に「部屋で寝ている」という形容詞部分と「少年」という名詞の部分に分ける。 

「少年」＋「部屋で寝ている」 「です」 「トム」 

     主語         動詞   

 

     The boy sleeping at the room is Tom.                                                                       

・ 橋の上を走っている犬がその少年に吠えた。 吠える bark 

 

                                       

・ その有名な選手たちが部屋を飛んでいるチョウを捕まえた。チョウ butterfly 

 

                                       

・ 彼はバスを待っている男性に話しかけた。 話しかける talk to 

 

                                     

・ 彼らは部屋で動いているコンピューターを知らない。 

 

                                                                            

・ 部屋で音楽を聴いている女の子がその時叫んだ。 叫ぶ cry 

「叫んだ」は過去形であり「過去進行形」ではない。 

                                       

・ 彼と話している女の子はその番組を見ていなかった。 

 

                                       

 

! 「現在形」と「現在進行形」 / 「過去形」と「過去進行形」の区別が、日本

語の文でついているか、注意する。この区別がつかない生徒は大変多い。 
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◯ 前置詞を使って作る２語以上から成る形容詞も同じように使える。 

    

    前置詞 + 名詞 → 形容詞  名詞に前置詞をくっつけて形容詞を作 

                  ることができる。 

  これも２語以上からなる形容詞なので、名詞の後ろにくっつけて使う。 

 

・ 箱の中にいる犬が吠えている。 

まず、主語から特定する。主語は「箱の中にいる犬」である。 

次に「箱の中にいる」という形容詞の部分と「犬」という名詞の部分に分ける。 

  「犬」+「箱の中にいる」＋「吠えている」 

  The dog in the box is barking.                                   

・ 彼は机の上にある本を読んでいましたか。   

「机の上にある」の部分は on the desk 

                                                                            

・ 窓のそばにいる男性が夕食を食べている犯人に気がついた。 犯人 criminal 

                                                      気づく notice 

                                       

・ リボンのついた箱は爆弾だ。 リボン ribbon 爆弾 bomb 

くっついていることを表現する場合は with という前置詞を使う。 

                                       

・ アメリカから来た男性が庭でタバコを吸っている男性に話しかけた。 

                         タバコをすう smoke 

                                     

・ 彼女と一緒にいる女の子がそのドアを開いたのですか。 

 

                                                                            

・ メガネをかけた男性が庭で走っている犬の写真を撮った。 

メガネと男性はくっついている関係なので、それをヒントに前置詞を選ぶ 

                                     


